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二 郎

『日本博覧図』に掲載 された

中村六三郎邸レ

『日本博覧図』は全国の豪農・豪
商など、素封家の豪邸を描いた
銅版画を集成した本であり、中

村邸が当時沼津を代表する洋館
であったことがわかる。

▲沼津城内町にあった中村六三郎邸

明治30年 代前半に写した写真か。
(中 村通子氏提供 )

く側方より見た中村邸

手前にあるのは旧沼津城の堀か

(中 村通子氏提供 )
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

◇

海
軍

・
海
事
関
係
の
人
び
と

命在晋弁暦量置だんを季箸浜経墨喜彗鬼点義|ミ 糸裟轟
T管 異吾縫「 |:年 爆臭藤さだ壕鷹幕撃・ 々 洪 ■1海 一 は

‐
か 発 校 は た 本 潟 任 事

｀ つ 授 三 大 学 験
福 倉 五 し 軍 月 明 静 な 揮 で 沼 た 武 が 者 措卜兵 た 方 等 き 教 を
岡 桐 郎

｀
局 ま 治 岡 か す 能 津 め 揚 い で の 学 幕 手 教 い 育 持 蔽絣 鶉 鶯

沼
津
兵
学
校
は
陸
軍
の
学
校
だ
っ
た

が
、
教
授
や
生
徒
の
中
に
は
、
旧
幕
府

の
海
軍
出
身
者
や
、
後
に
明
治
政
府
の

海
軍
で
活
躍
し
た
り
、
商
船
学
校
の
教

育
な
ど
に
関
係
す
る
人
物
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
そ
れ

ら
の
人
び
と
で
あ
る
。

幕
府
海
軍
出
身
者

何
と
言

っ
て
も

一
等
教
授
五
名
の
内

三
名
ま
で
が
幕
府
海
軍
の
出
身
者
で
あ

っ
た
。
伴
鉄
太
郎

・
塚
本
明
毅

・
赤
松

則
良
で
あ
る
。
二
人
と
も
長
崎
海
軍
伝

習
所
に
学
び
、
さ
ら
に
伴
と
赤
松
は
成

静 と た あ 中 校 府 伝 授 こ は つ 臨
岡 と

゛ つ に の 海 山 並 の 彼
°

九
に も 旧 た は 管 軍 田 山 他 ら 名 で
移 に 幕 元

｀
理 出 昌 本

｀
の 高 ア

住 神 府 海 春 者 身 邦 淑 教 力 い メ

た暦ξ募億房京層賃播F淳 労
讐贈呈さ尻拿だ謙蔓72季 穫侮屁房釜彗を夕|』 魯野』賢く

属:き 香喜[よ ]き [:勇 [

山 本 淑 儀
(山 本録郎氏提供 )

久
右
衛
門
を
頭
と
す
る
海
軍
学
校
が
清

水
港
に
開
設
さ
れ
る
計
画
も
あ

っ
た
が

結
局
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
幕
府

海
軍
は
静
岡
と
箱
館
に
分
裂
し
て
消
滅

し
た
の
で
あ
る
。

明
治
海
軍
で
活
躍
し
た
人
物

明
治
三
年
赤
松
則
良
は
兵
部
省
出
仕

を
命
ぜ
ら
れ
て
上
京
し
、
海
軍
兵
学
寮

大
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
赤
松
と
と
も

に
山
本
淑
儀

・
山
田
昌
邦

・
西
尾
政
典

（第

一
期
資
業
生
）
の
三
名
が
、
沼
津

兵
学
校
よ
り
海
軍
兵
学
寮
に
転
じ
、
大

得
業
生
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
四
年
に
は
兵
学
校
第

二
期
資
業
生
永
峰
秀
樹

・
荒
川
重
平

・

中
川
将
行
ら
が
沼
津
を
中
途
退
学
し
て

上
京
、
赤
松
の
誘
い
で
海
軍
兵
学
寮
の

数
学
教
官
に
な
る
な
ど
、
沼
津
兵
学
校

の
廃
校
に
前
後
し
て
生
徒
の
中
か
ら
も

政
府
の
海
軍
に
入
る
者
が
続
出
し
た
。

明
治
八
年
の
官
員
録
に
よ
る
と
、
海

軍
省
の
職
員
と
し
て
、
赤
松
則
良

（少

将
兼
海
軍
大
丞
）、
伴
鉄
太
郎

（
少
佐

兼
水
路
権
助
）、
山
本
淑
儀

（大
尉
）、

永
峰
秀
樹

・
荒
川
重
平

・
中
川
将
行

（以
上
少
尉
）
、
浅
田
耕

（
主
船
寮
権

大
属
）、
片
山
直
人

（
同
中
属
）、
熊
谷

直
孝

（
同
大
師
）、
多
門
祐

二

（同
少

´

師
）、
並
木
元
節

（
兵
学
寮
十
二
等
出

仕
）
と
い
っ
た
沼
津
兵
学
校
出
身
者
の

名
前
が
見
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
の
官

員
録
で
は
、
こ
れ
以
外
に
、
乙
骨
太
郎

乙

（御
用
掛
准
奏
任
）、
藤
井
惟
利
■

等
属
）、
真
野
肇

（
十
二
等
出
仕
）、
佐

竹
万
蔵

（
十
四
等
出
仕
）、
伊
藤
直
温

（御
用
掛
准
判
任
）、
向
山
慎
吉

（少

尉
）、
安
原
金
次

（少
尉
）、
権
田
正
三

郎

（中
機
関
士
）、
永
嶺
謙
光

（
機
関

士
副

）
ら
が
加
わ
る
。

こ
の
他
、
沼

津
兵
学
校
や
附
属
小
学
校
出
身

で
海

軍
に
関
係
し
た
者
に
、
伊
藤
重
固

（横

須
賀
造
船
所
）、
平
岡
道
生

（
海
兵
教

官
）、
自
井
藤
次
郎

（
造
船
大
監

）
、

加
藤
定
吉

（海
軍
大
将

）
、
西
紳
六
郎

（海
軍
中
将
）
ら
が
い
る
。

同
じ
沼
津
兵
学
校
生
徒
出
身
者
で
も

永
峰

・
荒
川
の
よ
う
に
直
接
就
職
し
た

者
が
い
る

一
方
、
向
山

・
永
嶺

・
加
藤

・
西
の
よ
う
に
海
軍
兵
学
寮
や
海
軍
兵

学
校
に
生
徒
と
し
て
学
ん
で
か
ら
の
者

も

い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
武

官

・
文
官
を
問
わ
ず
、
少
な
か
ら
ぬ
数

の
沼
津
兵
学
校
出
身
者
が
明
治
海
軍
の

建
設
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
特
に
造
船

・
機
関

（赤
松

・
熊
谷

・
権
田
・
自
井
）、

水
路
部

（伴

・
伊
藤
直
温
）
、
兵
学
校

-2-



1989  10. 25 明 治史科館 五信 Vol.5 No3 通巻第19号

永 嶺 謙 光
(永嶺忠雄氏提供 )

向 山 慎 吉
(『 日露戦争写真画報』より)

松 山 温 徳
(『 東京商船大学九「 年 lll』 より,

加 藤 定 吉
(『 日露戦争写真■li法』より)

（教
育

（永
峰

・
荒
川

・
中
川

・
平

岡

・
真
野
）
と
い
っ
た
分
野
で
そ

の
功
績
は
顕
者
で
あ
る
。
明
治
二

十
九
年
よ
り
初
代
諜
報
課
長
を
つ

と
め
、
海
軍
き

っ
て
の
中
国
通
と

言
わ
れ
た
安
原
金
次
の
よ
う
に
特

異
な
仕
事
を
し
た
者
も

い
た
。

商
船
学
校
の
教
育
者

沼
津
兵
学
校
関
係
者
に
は
、
海

軍
で
は
な
く
民
間
に
あ

っ
て
海
事

教
育
に
尽
し
た
人
物
も

い
た
。

明
治
八
年
三
菱
汽
船
会
社
が
創

設
し
た
三
菱
商
船
学
校
は
、
日
本

最
初
の
高
級
船
員
養
成
学
校
で
あ

る
。
そ
の
初
代
校
長
に
な
り
、
同

校
が
十
五
年
に
官
立
東
京
商
船
学

校
と
な

っ
た
後
も
引
き
続
き
校
長

を
つ
と
め
、
海
事
教
育
の
恩
人
と

呼
ば
れ
た
中
村
六
三
郎

（
一
八
四

一
～

一
九
〇
七
）
は
、
維
新
後
沼

津
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
で
あ
る
。

長
崎
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
高
島
流

砲
術
を
学
ん
だ
ほ
か
、
長
崎
海
軍

伝
習
所
に
も
学
び
、
戊
辰
時
に
は

幕
府
農
兵
を
指
揮
し
た
。
慶
応
四

年
長
崎
よ
り
江
戸
に
上
り
、
や
が

て
徳
川
家
に
従

い
沼
津
に
移
住
し

た
。
沼
津
兵
学
校
の
職
員
中
に
彼

ヽ

の
名
前
は
な
い
が
、
浮
島

ヶ
原
の
実
測

を
担
当
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
兵

学
校
に
も
関
係
し
た
ら
し
い

（後
年
沼

津
兵
学
校
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
る
際
、

発
起
者
五
名
の

一
人
と
な

っ
て
い
る
）。

明
治
三
年
上
京
し
、
政
府
に
出
仕
、
大

学
南
校

・
文
部
省
で
大
得
業
生

。
中
視

学

・
文
部
権
大
録

・
広
島
師
範
学
校
長

な
ど
を
歴
任
し
、
そ
の
後
商
船
学
校
長

と
な

っ
た
。
退
官
後
は
沼
津
に
住
み
、

海
事
思
想
の
普
及
に
つ
と
め
全
国
を
講

演
し
て
ま
わ

っ
た
。
『小
学
幾
何
用
法
』
・

『小
学
対
数
用
法
』
・
『代
数
学
用
法
』

な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
東
は
沼
津
市
の

蓮
光
寺
に
あ
る
。

中
村
の
後
を
受
け
、
明
治
二
十
七
年

よ
り
二
十
九
年
ま
で
東
京
商
船
学
校
長

を

つ
と
め
た
松
山
温
徳

（
一
八
五
二
～

一
九
二

一
）
も
沼
津
兵
学
校
第
七
期
資

業
生
の
出
身
で
あ
る
。
旧
幕
臣
小
松
陳

盛

の
次
男
で
あ
る
。
な
お
、
彼
の
義
弟

（妻
の
弟
）
石
渡
敏

一
は
、
静
岡
学
問

所
に
学
ん
だ
旧
幕
臣
で
法
学
博
士

・
貴

族
院
議
員
、
そ
の
子
石
渡
荘
太
郎
は
昭

和
戦
前
期
に
官
僚

・
政
治
家
と
し
て
活

躍
し
た
。
松
山
は
他
に
、
東
京
船
舶
司

検
所
長

・
東
京
地
方
海
員
審
判
所
長

・

日
本
美
術
院
幹
事
な
ど
を
つ
と
め
た
。

日
本
海
員
撥
済
会
の
関
係
者

明
治
十
二
年
に
設
立
さ
れ
た
海
員
校

済
会

（
の
ち
日
本
海
員
校
済
会

）
は
、

海
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
す
る
社
会

事
業
団
体
で
あ
る
。
発
起
者
五
十
四
名

中
、
伴
鉄
太
郎

・
山
本
淑
儀

・
矢
田
堀

鴻

・
松
山
温
徳

・
赤
松
則
良

・
塚
本
明

毅

。
中
村
六
二
郎
ら
沼
津
兵
学
校
関
係

者
が
い
た
。
赤
松
が
会
長
と
な

っ
た
ほ

か
、
中
村
や
松
山
ら
も
理
事
と
し
て
同

会
の
運
営
に
尽
力
し
た
。

海
や
船
を
め
ぐ
る
日
本
の
近
代
化
は

黒
船
来
航
に
始
ま

っ
た
明
治
維
新
を
象

徴
す
る
課
題
で
あ

っ
た
。
長
崎
海
軍
伝

習
所
以
来
の
沼
津
兵
学
校
の
人
脈
も
そ

の
中
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）静
岡
県
編
集

。
発
行
『静
岡
県
史
』

資
料
編
１６
　
近
現
代

一
。

（
２
）西
村
組
出
版
局
『掌
中
官
員
録
』。

（
３
）青
山
長
格
編
『
明
治
官
員
録
』。

（
４
）島
田
謹
二

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

秋
山
真
之
』
上
。

（
５
）中
村
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
商
船

大
学
九
十
年
史
』
『
静

岡
県
現
住
者

人
物

一
覧
』
『同
方
会
誌
』
５５
な
ど
。

（
６
）
『
石
渡
荘
太
郎
』
、
松
山
昌
二
郎

氏
提
供
資
料
な
ど
よ
り
。

（
７
）
日
本
海
員
校
済
会
『腋
済
百
年
』。
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お
一知
一ら

， せ
一欄

◎
企
画
展

・
歴
史
講
座

「沼
津
藩
の

人
材
」
好
評
の
う
ち
に
終
了

８
月
１
日
よ
り
開
催
し
て
い
ま
し
た

企
画
展

「沼
津
藩
の
人
材
」
は
９
月
２９

日
に
終
了
し
ま
し
た
。
多
数
の
市
民
の

皆
様
に
御
覧

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
遠
方

よ
り
来
館
さ
れ
た
沼
津
藩
■
の
御
子
孫

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

同
テ
ー

マ
の
歴
史
講
座
に
も
熱
心
な
聴

講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

会
を
通
し
て
多
く
の
新
史
料

・
新
史
実

が
発
見
さ
れ
沼
津
藩
研
究
に
新
た
な

一

真
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

館
で
は
そ
れ
ら
を
集
積
し
、
別
の
形
で

今
後
も
活
用
を
は
か
り
ま
す
。

◎
徳
川
慶
喜
書

「沼
津
晏
」
扁
額
を

常
設
展
示
室
に
展
示
し
ま
し
た

沼
津
市
立
第

一
小
学
校
に
伝
米
し
た

徳
川
慶
喜
が
書

い
た

「
沼
津
賛
」
の
額

を
三
階
展
示
室
の
沼
津
兵
学
校

コ
ー
ナ

ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
十

一
年

（
一
人
七
八
）
に
集
成
合

・
明
強

合
と
い
う
沼
津
の
小
学
校
二
校
が
合
併

し
て
小
学
沼
津
学
校
が
出
来
た
際
に
、

慶
喜
が
揮
竜
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

集
成
合
は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の

後
身
で
し
た
の
で
、
小
学
沼
津
学
校
も

徳
川
家
と
は
浅
か
ら
ぬ
縁
故
が
あ
る
と

し
ヽ
、
つ
こ
と
で
慶
喜
に
揮
一七
を
依
頼
し
た

わ
け
で
す
。
第

一
小
学
校
よ
り
寄
託
を

受
け
、
今
回
当
館
で
展
示
す
る
こ
と
に

な

っ
た
次
第
で
す
。

◎
西
浦
村
役
場
文
書
を
移
管
、
こ
れ

か
ら
整
理
作
業
を
進
め
ま
す

一
昨
年
国
会
に
お
い
て
公
文
書
館
法

が
成
立
し
、
昨
年
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
や
地
方
公
共
団

体
は
行
政
文
書
を
歴
史
資
料
と
し
て
保

存
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
、
全

国
的
に
公
文
書
館
や
文
書
館
の
建
設
が

進
展
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
沼
津
市
で
は
、
民
間
の
い

わ
ゆ
る
古
文
書
と
呼
ば
れ
る
私
家
文
書

に
つ
い
て
は
当
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館

が
収
集

・
保
存
を
は
か

っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
役
所
の
行
政
文
書
に
つ
い
て
は

一
部
の
永
久
保
存
文
書
を
除
く
と
大
多

数
の
も
の
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

合
併
前
の
旧
町
村
の
役
場
文
書
は
、
合

議
曖
撃
ψ攀
”

鷲
磯

壕

薄

併
の
際
や
支
所

・
出
張
所
改
築
の
際
に

無
造
作
に
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
前

の
旧
十
二
ヶ
町
村

（沼
津

・
楊
原

・
片

浜

。
大
岡

・
金
岡

・
静
浦

・
愛
鷹

。
大

平

・
内
浦

・
西
浦

・
原

・
浮
島
）
の
う

ち
、
明
治

・
大
正

・
昭
和
戦
前

の
古

い

役
場
文
書
が
現
存
す
る
の
は
、
現
在
駿

河
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
金
岡

・

愛
鷹
の
二
ヶ
村
だ
け
で
す
。
し
か
も
悉

持
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
金
岡
の
み
で

愛
鷹
は
セ
レ
ク
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
当
館
で
は
独
自
に
調
査

を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
西
浦
市
民
窓

回
事
務
所
に
失
わ
れ
た
は
ず
の
西
浦
村

役
場
文
書
が
大
量
に
残

っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
今
年
八
月
地
元
の
了
解
を

得
て
、
そ
れ
を
当
館

へ
移
管
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
数
量
は
厖
大
な
た
め

ま
だ
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時

期
的
に
は
明
治
よ
り
昭
和
三
十
年
代
に

至
る
も
の
で
す
。
今
後
こ
れ
ら
の
整
理

・
分
類
作
業
を
行

い
、
日
録
を
作
成
す

る
計
画
で
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
１９
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
・

容
〇
五
五
九
②
三
二
二
五

3階展示室に展示 された「沼津嬰」扁額

西浦村役場文書の一部

秋山繁雄氏の講演風景 (8月 27日 )
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